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  ９時３０分
　　～
  １５時００分

　  五葉集会センター　３１～３３区
  火２月１６日

  水　　１７日

天嶽コミュニティーセンター　　　３０区  木　　１８日

　上有住集会センター　２８・２９区  金　　１９日

　　坂本自治公民館　２６・２７区  月　　２２日

　 上有住地区公民館　　　２５区  火　　２３日

　　両向自治公民館　２３・２４区  水　　２４日

下有住基幹集落センター　１８～２２区
  木　　２５日

  金　　２６日

　　川口自治公民館　１１～１３区  月３月１日

　　中沢自治公民館　８・９区  火　　２日

　　下在自治公民館　６・７区  水　　３日

　　　大股公民館　１４～１７区  木　　４日

  農林会館多目的ホール

　１～５区  金　　５日

　１０～１１区  月　　８日

  町内全域

  火　　９日

  水　　１０日

  木　　１１日

  金　　１２日

  月　　１５日
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ま
も
な
く
町
・
県
民
税
（
住
民
税
）、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
な
ど

の
申
告
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　

町
で
は
巡
回
申
告
相
談
を
町
内　

会
場
（
表
１
）
で
行
い
ま
す
の
で
、
日
時

12

や
会
場
を
確
認
の
う
え
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
期
限
間
近
に
な
る
と
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
対
象

行
政
区
の
会
場
で
申
告
す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、

22

本
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
平

成　

年
中
に
収
入
の
あ
っ
た

21
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
給
与
所
得
だ
け

の
方
で
年
末
調
整
が
お
済
の

方
は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

申
告
が
必
要
だ
と
思
わ
れ

る
方
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

告
書
類
を
送
付
し
ま
す
が
、

届
か
な
い
場
合
に
は
、
各
相

談
会
場
で
職
員
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　

申
告
が
必
要
で
な
い
方
で
、

申
告
書
が
届
い
た
場
合
は
書

類
を
返
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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税
務
課　

税
務
係

　
　
�
　

‐
３
８
７
０
（
直
通
）

46

　

ま
た
、
国
民
年
金
の
免
除

申
請
や
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ
る
方
、

そ
の
他
諸
手
続
き
に
使
用
す

る
た
め
所
得
証
明
を
必
要
と

す
る
方
は
、
収
入
が
な
く
て

も
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
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国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
を

利
用
し
て
、
所
得
税
の
確
定

申
告
が
で
き
ま
す
。

　

平
成　

年
分
の
所
得
税
の

21

確
定
申
告
を
、
本
人
の
電
子

署
名
及
び
電
子
証
明
書
を
付

し
て
３
月　

日
ま
で
に
ｅ
‐

15

Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
と
、
最
高
５

千
円
の
所
得
税
の
税
額
控
除

を
受
け
る
事
が
で
き
ま
す

（
平
成　

年
分
以
前
に
控
除

20

を
受
け
た
方
は
今
回
の
控
除

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て

確
定
申
告
を
す
る
に
は
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
カ
ー

ド
内
に
電
子
証
明
書
を
取
得

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
ま

た
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ

イ
タ
を
購
入
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

取
得
に
は
２
週
間
程
度
の
期

間
が
必
要
で
す
の
で
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
を
利
用
し
て
所
得
税
の

確
定
申
告
を
予
定
し
て
い
る

方
は
、
早
め
に
役
場
窓
口
で

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

（５）平成22年1月25日　広報すみた

達増知事に手渡された陳情書
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平
成　

年　

月　

日
、
平

21

12

25

成　

年
度
政
府
予
算
案
が
閣

22
議
決
定
さ
れ
、
来
年
度
行
わ

れ
る
１
３
６
の
ダ
ム
事
業
の

う
ち
本
体
未
着
工
な
ど
の　
89

事
業
に
つ
い
て
は
事
業
継
続

か
否
か
の
検
証
対
象
と
す
る

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

前
原
誠
司
国
土
交
通
相
は
、

来
年
度
の
国
直
轄
ま
た
は
補

助
ダ
ム
事
業
に
つ
い
て
「
平

成　

年　

月
末
に
建
設
継
続

21

12

か
検
証
か
に
区
分
け
し
、
来

年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
る
」

と
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
①
す

で
に
ダ
ム
以
外
の
治
水
対
策

検
討
が
進
ん
で
い
る
も
の
②

既
存
施
設
の
機
能
増
強
を
目

的
と
し
た
も
の
③　

月
ま
で

11

の
本
体
工
事
契
約
を
行
っ
た

も
の
を
除
い
て
は
、
す
べ
て

事
業
継
続
の
是
非
の
検
証
対

象
と
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
津
付
ダ
ム
建
設
事

業（
総
事
業
費
１
４
１
億
円
）

に
つ
い
て
も
県
が
国
の
半
額

補
助
の
も
と
進
め
て
お
り
、

検
証
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

検
証
対
象
と
な
っ
た
こ
と

で
、
平
成　

年
度
予
算
配
分

22

は
現
在
行
わ
れ
て
い
る
付
け

替
え
道
工
事
な
ど
生
活
再
建

事
業
に
限
ら
れ
る
見
通
し
で
、

以
上
の
大
規
模
公
共
事
業
な

ど
に
つ
い
て
、
５
年
ご
と
に

再
評
価
な
ど
を
行
い
そ
の
妥

当
性
を
審
議
す
る
も
の
で
、

知
事
は
専
門
委
員
会
の
答
申

を
そ
の
後
の
政
策
に
反
映
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
同
専
門
委
員
会

で
は
現
地
調
査
を
含
め
、
本

町
や
陸
前
高
田
市
、
漁
業
関

係
者
、
浸
水
想
定
区
域
内
の

事
業
所
、
建
設
反
対
を
求
め

る
団
体
な
ど
か
ら
意
見
聴
取

し
た
う
え
審
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
政
府
予
算
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
本
体
工
事
が
未
着
工
の

22

津
付
ダ
ム
に
つ
い
て
事
業
を
継
続
す
る
か
検
証
対
象
と
な
る
こ
と
が
発
表

さ
れ
、
建
設
工
事
の
先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
審
議
で
津
付
ダ

ム
は
、
当
面
従
来
ど
お
り
に

事
業
推
進
す
る
こ
と
が
答
申

さ
れ
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら

は
「
さ
ま
ざ
ま
な
情
勢
が
変

わ
る
可
能
性
が
あ
り
、
５
年

に
一
度
で
は
な
く
毎
年
再
評

価
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
す
る
意
見
も
出
さ
れ
、

本
町
で
は
今
後
の
事
業
継
続

に
つ
い
て
注
視
し
て
い
き
ま

す
。

心
と
な
り
、
津
付
ダ
ム
地
権

者
会
や
流
域
の
８
自
治
公
民

館
に
呼
び
か
け
１
０
２
１
世

帯
の　

歳
以
上
を
対
象
に
津

20

付
ダ
ム
建
設
推
進
を
求
め
る

署
名
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成　

年　

月　

日
に
は
、

21

12

25

今
回
集
ま
っ
た
１
６
４
４
人

分
の
署
名
と
建
設
促
進
の
要

望
書
を
携
え
、
多
田
町
長
や

横
澤
吉
夫
商
工
会
長
、
高
橋

高
志
、
佐
々
木
昭
二
両
副
会

長
、
４
自
治
公
民
館
長
ら
が

達
増
知
事
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

関
係
者
は
「
気
仙
川
は
地

域
の
経
済
発
展
に
寄
与
し
て

き
た
一
方
で
洪
水
被
害
を
も

た
ら
し
て
き
た
。
国
の
動
き

が
不
安
な
状
況
だ
が
地
域
の

願
い
を
伝
え
た
い
」
と
署
名

を
手
渡
し
ま
し
た
。
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本
町
で
は
「
町
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
た
め
ダ
ム
は
必

要
」
と
し
て
町
商
工
会
が
中

　

平
成　

年　

月　

日
、
県

21

10

29

大
規
模
事
業
評
価
専
門
委
員

会
が
開
か
れ
、
津
付
ダ
ム
建

設
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の

「
要
検
討
（
事
業
継
続
）」
を

妥
当
と
し
て　

月　

日
に
知

11

10

事
に
答
申
し
ま
し
た
。

　

同
専
門
委
員
会
は
、
県
が

行
う
事
業
の
透
明
性
や
客
観

性
を
高
め
る
た
め
、
知
事
の

付
属
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ

お
り
、
総
事
業
費
が　

億
円

50
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証
は
国
土
交
通
省
の
有
識

者
会
議
で
行
い
、
夏
ご
ろ
に

基
準
を
示
す
予
定
で
、
凍
結

ま
た
は
再
検
証
と
さ
れ
た
場

合
は
補
助
金
減
額
な
ど
が
想

定
さ
れ
、
県
の
財
政
も
厳
し

い
状
況
か
ら
事
業
の
進
行
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
は

必
死
で
、
今
後
の
行
方
が
注

目
さ
れ
ま
す
。


